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職場からの報告によると、貨物鉄産労は「貨物鉄産労加入キ

ャンペーン」と称して、組合費の値下げを行っている模様です。 

全国各職場での調査によると、貨物鉄産労組合員は一年間で

２９０名⇒２５０名と減少し、組織率も４％台まで落ち込み、

ここ数年で激減の一途を辿っています。 

 

 

 貨物鉄産労は、組織延命のための苦肉の策として、組合費の

値下げを行い加入の取り組みを行っているようですが、これが

意味するのは、これまでの様に運動が維持できず、とうとう貨

物鉄産労は組合員への責任をも放棄して、自らの運動を保証す

る財政までも投げ出したということです。これでは組合員の要

求実現に向けた運動も出来ません。 

 

 

 貨物鉄産労の組合員のみなさん！私たち JR 貨物労組は組織

率が７８％を超えました。今こそ共に職場と仕事と生活を守る

ために、JR 貨物労組へ加入し、未来へ向けて歩みましょう!! 


